






































平成14年度 2,100 0 2， 100
平成15年度 1,400 0 1,400
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赤線,青線はpEGFP-C3-rhBMP-2-125を導入したC2012でのmRNA発現量を示す.オレンジ線はプ
ラスミド自体，黒線・緑線はpEGFP-C3を導入したC2C12でのmRNA発現通である．
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C2C12にpEGFP･C3･rhBn唖-2を遺伝子導入した場合のGFP蛋白の蛍光
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同標本を抗ヒトrhBMP-2モノクローナル抗体とAlexa594にて免疫染色した像.緑の蛍光はGFP蛋白
の蛍光，赤はAlexa594の蛍光(rhBMP-2-125)を示す．両者とも蛍光している細胞もあるが,GFP
の蛍光と比例するような増強はない.GFP-rhBMP-2-125蛋白はAlexa594で蛍光標識されていない可
能性が高い、
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pEGFP-C3-rhBMP-2-125 pEGFP-C3
C2C12に遺伝子導入した際の24･48時間時の培養上清のrhBMP-2をターゲットにしたF]TJSAでの
POD活性.両者に差はない.pEGFP-C3は0.628±0.030,pEGFP-C3-rhBMP-2-125は0.621±0.084
であった．バーは標準偏差を示す．
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pEGFP-C3 pEGFP-C3-rhBMP-2-125
C2C12にpEGFP-C3及びpEGFP-C3･rhBMP-2-125を遺伝子導入し,24時間時の細胞のALP活性を
測定した.pEGFP･C3は0.175±0.017,pEGFP-C3-rhBMP-2-125は0.295±0.022であった．バー
は標準偏差を示す．
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左上:pEGFP-C3-rhBMP･2-125を遺伝子導入したC2C12を包埋したコラー ゲンスポンジを両大腿二
頭筋内（大腿骨の尾側）に埋入後1週のし線．右上：同2週．左下：同3週．右下：同4週．
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コントロール左上:pEGFP-C3を遺伝子導入したC2C12を包埋したコラーゲンスポンジを大腿二頭
筋内に埋入後1週のし線．右上：同2週．左下：同3週．右下：同4週．
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ラットの左大腿部を展開し，大腿骨をほぼ全長にわたり露出した後に1mmのKirsChner鋼線でプリ
ドリリングしハー フピンを4本刺入した．創外固定器を装着後,nlreadwnesawを用い骨幹部を切断
し3mmの一期的延長を行なった．
図10
??
’
pEGFP･C3-rhBMP-2-125遺伝子導入後のC2C12細胞を骨欠損部に移植したモデル．上段左：手術直
後上段右：術後1週．中段左：術後2週．中段右：術後3週下段：術後4週．何れも骨形成を認め
ない．
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コントロー ル．pEGFP-C3遺伝子導入後のC2C12細胞を骨欠損部に移植したモデル．上段左：手術直
後．上段右：術後1週．中段左：術後2週．中段右：術後3週．下段：術後4週．何れも骨形成を認め
ない．
図12
pEGFP-C3-rhBMP-2-125遺伝子導入したBMSCを一期的に作成した3mmの骨欠損部に埋入し,1週
間の待機後に1日0.5mmずつ10日間延長操作を行なった．上段左：延長終了時上段右：延長終了後
1週．中段左：延長終了後2週中段右：延長終了後3週．下段左：延長終了後4週．4週時点では骨
形成が見られないため固定性が維持できなくなり，ピン周囲の弛みが生じている．反応性に骨は肥厚し
ている．
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コントロー ル.pEGFP-C3遺伝子導入したBMSCを一期的に作成した3mTnの骨欠損部に埋入し,1
週間の待機後に1日0.5mmずつ10日間延長操作を行なった．上段左：延長終了時．上段右：延長終了
後1週．中段左：延長終了後2週．中段右：延長終了後3週下段左：延長終了後4週．
